










































































































尋ねしたいと、田中緑紅さんに打合を頼んでおいた。……その翌朝早くに、私の泊てゐる大文字屋へ、ひょっこり見へられ、どこか案内をしようとのことであった。……晩には月曜會でまた會はうといって、烏丸の通りでお別れした。その夜、大佛のわらじ屋で、久し振りの月曜曾といふので田中さんに案内された。蜷川 藤堂、山鹿 禿氏、日向、猪飼など、京都の諸大家が參集してゐたが、ここでも小山さんの長老ぶりが見られ 集古會の人でこの會に出席したのは林さんと君だけだ、何か記念を林さんに上げようと、嘯谷画伯が色紙に水墨 草鞋をかき、それへ出席諸氏に署名して貰ってゐる所へ、御霊の出雲寺んが、いま大阪から帰って駆附けた 汗かいてはいって来られた。話はそれからそれと汲めども尽きぬ有様だった。食膳が出ると 小山さんは私にこれが例の揚麩ですよ 教へられた。そ は五人女 輪講の記事を思ひ出さ たので、列席の諸氏も上方のことは上方で……」
簡単にこの会合に出席した二人について記せば、暁杜翁：小山源治





































許に残す風は、意外に趣味家とも縁があったようで、実見したものでは、やはり集古会々員の井上和雄の昭和十年代のものがある。その折の控えメモを見ると、貼られた燐票から判明するのは東京新橋際の銀座パレスや同じく銀座のサロン春、昭 通りヱビスビヤホール横のユングフラウ、神田ティルーム・サ ゴ 京都では河原町サロ 高橋な









































































が行なわれ、神戸別院 メンバーを中心に、我楽他宗の面々が提供した自作の名刺の貼込帖が残っている（同種の企画は、大正九年、十年、十一年の三回、いずれも東京で開催されたが、神戸別での開催はこれが初めてで、おそらく最後でもあった） 。この貼込帖の表紙裏に三田平凡寺の序文とともに 「盛会御礼」と題する川西健一 挨拶が載っていることから見て 交換会の企画・幹事だ たことは間違いない。別院に参加して三年で、並み居るコレクターを取り仕切るまでになったのだ。その得意や、思うべしであ 。 」
「金井さんによれば、菅藤は「お酒の好きな粋人」で、木版 賀状



































君の神戸名所めぐりの完成 にあわせての配布会 百部を申し込み、その現物を んだようだ。 （ 『交蒐』は有名な趣味誌だが、蒲原君























































































































































































と題した川西蒐楽寺（健一）の文章が載っている。 「我楽他宗神戸の別院には趣味の指導者として一番 藤川萬球寺氏が居り、書道の指導者として十六番の末吉養心寺氏があり、画の指導者に萍漣寺大野麦風氏、 」などの諸氏を挙げ、入宗 た経緯を次のように記す。 「 正十五年十二月三日の夜だ、萬球寺さんや愛菊寺さんにすすめられて惜年会に列席した 御熱心な宗員の方々が次から次へと出席された、そして相互 隔のない応接振りがうれしく私の眼に映った、……丁度その時番所に空番があるといふので入 を願ってお仲間入りをした、……兼て私は「お伽づくし」壱百種を燐票型に完成したその記念のための小集会を昨年の年末に催 た、この会を開く 当 趣向を考へて見結果、 の進行を 噺にかこつけて みた、家族の者も面白 って手伝ってくれた、 」など、例の川西英と 因縁のある「 伽づくし」壱百種燐票のことが出てくるのは興味深い。前節で引用した川上進氏「悲しきコレクター」の以下の記述に符合する。 「 『お伽づくし』は、その後増補され、大正十五年十二月に『川西右島氏画
　
お伽づくし票
壱百種』貼込帖として、 板祐生に贈られた。 」とあり、 さらに「一九二五年（大正十四年）四月発行の『シブキ』復刊第一号「お伽づくし巻」を見ていたら、広告が載っていた。 」として広告を紹介しているが、その広告は『川西英雄木版画』七枚壱組のも で、文章には「川西英雄氏
　　
お伽づくしの図様を案出されつつある人です。神戸で青

























煩瑣と虚飾と矛盾とに充てる現代の都市生活に、自分のもとむるものに逢着し得なかった麦風君は、この度深く心に決する所あり、八重の潮路を越へ遠く南洋の彼方サイパン、ヤップ、パラウの島々に、美の恒久の姿 尋ねやうとして旅立せられる事となりました、近代画壇異材ゴオガンがタヒチの島に来て、初てあらゆる伝統と因襲とを離れて、真理と自然とに近づいて来たやうに、熱海の只中に浮てゐる珊瑚礁の無幻の國、太古その儘の野蛮 神秘の島 そこに見られる原始的な生活と禽獣魚介の珍らしさとは、必ずや麦風君の感興を刺激し、昂揚して、當代画壇に異彩を放つ幾多会心の制作をもたらす事が出来るだろうと信じます。こ 目的のもとに今度の画会は企られました 大方諸君子の御後援を得て、この美 巡禮者の計画か実現出来ましたなら幸福だと存じます。　　　　　　　　　
麦風君の略歴
白馬會太平洋画會に学び純日本画系統皆無の異色ある作家でありま













































































































十四年七月一日始政七年記念として始めて特殊印を使用し、昭和三年其の 年に際し再び使用した。起算の日は大正八年の平和記念日に置いてあるが、寧ろ大正十一年南洋庁設置 時を以 妥当とすべきか尚ほ研究を要するも がある。 」と結ぶ。川西健一周辺の南洋群島に対する関心の昂揚を スタンプ熱を通 て知ることができる。麦風もまた然りで、大大阪市長関一もまた「南洋方面の出品を第 」と考えて不思議はない状況にあった。
序に一言、極東大博覧会（平和十周年記念日本大博覧会）の計画が
大正十八年（昭和四年に当たる）三月から七ヶ月間となると、展示には南洋からの出品もスケールの大きなものが期待されるであろう。昭和三年のスタンプに見るようなパラオの民家まるごと移築などは格好な出陳物ではな ろうか。大野麦風の移築したパラオ民家のことが話題に るが、 民家移築は麦風のパラオ熱に帰結されているようである。結果的 どうなったかは問わないとして、どこかに、平和十年の博覧会の影が見え隠れするのだが、いかがなものであろうか。改めて推薦文に西宮の薄田泣菫識とあり発起人に大阪市長関一のいることが思起こされる である。　　　
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本稿は平成二十六年十二月二十七日開催第二回国際シンポジウム
｢
東アジアにおける大衆的図像の視覚文化論
｣ （於同志社大学今出川
校地良心館３０５室）における発表
｢
研究史の交点について―庭つ
づきの〈学問領域〉―
｣
の内容の一部に基くものである。
また、今回も平成二十七年度科学研究費（挑戦的萌芽研究・課題番
号２４６５２０４９）の助成に拠る研究成果であることを附記する。
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